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研究成果の概要（和文）：オンライン上で金銭的価値を持たないポイントによって住民の日常行動を可視化し、
地域課題への関わりを応援するためにポイントを他の参加者に寄付できるようにゲームを設計した。この場合、
オフラインで知り合いであっても、寄付行為が匿名で行われるときには、地域差や年齢に関わらず寄付が観察で
きた。しかし、寄付行為が非匿名で行われるときには、参加者が利他的であったとしても傍観者となってしまう
ことをフィールド実験とマルチエージェントシミュレーションによって明らかにした。さらにフィールド実験で
は、全国平均よりも利他的な人たちの集団であっても、時間が経つと非匿名のポイント寄付は行わなくなること
を示した。

研究成果の概要（英文）：　We designed a game where non-monetary points, without any monetary value 
online, visualize residents’ daily behavior and support their involvement in local issues. 
　In this case, even if acquaintances know each other offline, anonymous donation behavior allows us
 to observe contributions regardless of regional differences or age. However, when donations are 
non-anonymous, participants tend to become bystanders, as revealed by field experiments and 
multi-agent simulations. 
　Furthermore, the field experiments demonstrated that even altruistic individuals within a group, 
compared to the national average, stop making non-anonymous point donations over time.

研究分野： 財政学

キーワード： ゲーミフィケーション　非匿名　Lurker　利他主義　マルチエージェントシミュレーション　プロンプ
トデザイン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の社会的意義は、次の2点にある。第１は、ゲーミフィケーションの要素としてのポイントの寄付は、
地域課題の解決に資するためには匿名で行えるようにゲームのシステムデザインを行うべきであることを示し
た。第２に、ゲームの参加者同士がオフラインで知り合いであって利他的な個人の集合体であったとしても、時
間の経過によって各自が傍観者（Lurker)になってしまうため、ポイントの寄付だけでなく別のゲーミフィケー
ションの要素を組み合わせる必要があること示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 「楽しさ」をもたらす手法として、ゲームではない事柄にゲームの要素を取り込む「ゲ
ー ミフィケーション」がある。ゲーミフィケーションでは、ゲームが成立するための
要件とし て、明確なゴールが設定されていることとゴールに到達するためのルールが
確立されていること挙げられている。 
 先行研究から、ゲームではない事柄にゲームの要素を取り込む、ゲーミフィケーショ
ンを適切に応用し、金銭的報酬と結びつけると、公共交通の維持や健康行動の促進され
ることが明らかとなっている。（たとえば、Latifi et. al. (2020)や依田ら(2018)を参照）
応募者らはマルチエージェント・シミュレーションを使って、まちづくり活動への参加
行動をポイント化し、得たポイントを他のエージェントに寄付し、同時に地方公共団体
が価値交換機能を有しないポイントを再分配すれば、金銭的報酬と結びつけなくてもま
ちづくり活動への参加が促進されることを明らかにした。 
 このように実証実験の分析結果とマルチエージェント・シミュレーションでの分析結
果には乖離が生じている。金銭的報酬を必要とする限り、脆弱な事業主体にとっては、
ゲーミフィケーションを活用して市民の行動変容を促したくても、予算制約により実現
が困難となってしまう。また、事業主体が解決すべき課題を提示することを前提として
いるが、必ずしも事業主体が地域課題に気付いているとは限らず、ゲームの参加者から
見て解決すべき課題を可視化し、ゲームに取り入れることもまた残された課題となって
いる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、住民の日常行動をポイント化するが、金銭的報酬とは結びつけないよう
に設計する。その上で、ゲームへの参加継続手段としてポイントの「寄付」に着目し、
ポイントが価値交換機能を持たなくても地域課題の解決に有用なゲーミフィケーショ
ンデザインとなるかを検証することが本研究の目的である。先行研究から住民のタイプ
によって実験者が期待した行動をとるメカニズムが異なることが明らかであるため、住
民の多様性を考慮したゲーミフィケーションデザインを検討する。 
 
３．研究の方法 
 （１）既開発アプリへの Gamification 要素の実装 

独自に開発した地域課題可視化・共有アプリに Gamification の要素を実装する。具
体的には、報酬欲求ではなく利他主義や自己有用感を満たすゲームの要素として、価値
交換機能を持たないポイントの寄付を用いる。 

（２）独自アプリによるフィールド実験実施 
（１）で開発した独自アプリを使い、複数地域、年齢や職業構成の違う複数のグループ
を対象にフィールド実験を実施する。 

（３）エージェントのタイプ把握のためのアンケート調査実施 
先行研究から被験者の多様性が考慮すべき課題となっている。しかし、多様性をどの

ようにとらえるかについては一致した見解がない。そこで、フィールド実験協力者のタ
イプを明らかにするため、Sence of Coherence をアンケート調査によって把握する。 

（４）データ分析 
（２）と（３）で得たデータを解析し、グループ間や地域間で比較分析する。 

（５）マルチエージェント・シミュレーションによる実験仮説導出 
（４）の結果をマルチエージェント・シミュレーションに反映させ、より現実に近い

エージェントを構成し、実験仮説を導出する。 
 （１）～（５）を複数年実施し、パネルデータを構築することで経年変化による影響
も分析する。 
 
４．研究成果 
 （１）住民の多様性の把握 
 問題解決に対する被験者の特性を把握する指標として Sense of Coherence を調査し
た。調査結果から被験者全体では全国平均よりも問題解決が可能と考え、解決困難であ
っても後悔しないタイプが多く、各地域において、とりわけ積極的な人物の存在が明ら
かとなった。この調査結果から、何らかの地域活動に参加している個人のなかでも新し
い物事に積極的に取り組むタイプとフォロワーになるタイプの存在が明らかになった。
この成果を国内学会で報告した(計測自動制御学会システム・情報部門学術講演会
SSI2021)。 
 
 （２）Gamification の要素の検討 
１）金銭的価値のないポイント 



経済的価値がないポイントであっても、非匿名で個人間のつながりを可視化すること
で互酬性動機が働き、コミュニケーションを活性化できるかについて、複数地域におい
てフィールド実験を行い、収集したデータにより社会ネットワーク分析を用いて比較検
討した。分析の結果、実験開始からの時間経過に伴い、互酬性動機によるポイント贈与
は減少してしまうこと、ポイントの価値づけを参加者に委ねてしまうとポイント獲得や
保有の効用が不明確となり、ポイント贈与機能は利用されなくなることが明らかになっ
た。すなわち、ゲーミフィケーションのメカニズムのうち、個人の利他主義に基づく寄
付やチャリティといったメカニズムでは、ポイントに経済的価値がない場合には地域で
の活動率向上に寄与しないことを示した。ポイントを非匿名でしか利用できない状況で
は、利他的な人が多くても他の SNS と同様に大多数の人が傍観者（Lurker）となって
しまうこともわかった。 

よって、時間経過によらず、地域内でコミュニケーションを活性化させるためには、
金銭的 Incentive の影響や匿名性の担保、別のゲーミフィケーションのメカニズムが必
要であることが明らかとなった。この成果は国際学会で報告した。（HCII2022、SICE 
AC 2022) 

 
２）Nudge や金銭的 Incentive の影響 
 独自アプリの機能によって匿名性を制御した上で、オフラインコミュニティで知り合
いである者同士が、オンラインでコミュニケーションを取るときに金銭的 incentive が
あれば傍観者（Lurker）にならずにすむかについて、フィールド実験を行ってデータ収
集し、統計分析を行った。分析の結果、オンライン・コミュニティでのコミュニケーシ
ョン機能の利用促進については、Nudge でも金銭的 Incentive でも効果に差はないこと
が明らかとなった。この成果は国際学会で報告した（HCII2023）  
 
３）匿名性の影響 
 ポイントを非匿名でしか利用できない状況では、利他的な人が多くても他の SNS と
同様に大多数の人が傍観者（Lurker）となってしまうこともわかった。 
 このため、ポイント利用を記名のみから一部匿名利用に機能拡張したところ、機能利
用が促進されることが明らかとなった。この研究成果は、HCII2024 で報告予定である。 
 
 （３）多様性の考慮 
１）年齢差・地域差の影響 
 オンライン・コミュニティでコミュニケーションをとる場合に以下の２つの仮説を検
証した。 
仮説１）匿名でのコミュニケーションであっても地域差や年齢差が生じるのか 
仮説２）実名かつ参加者間で情報共有されるコミュニケーション機能の利用には地域差
や年齢差が生じるのか 

分析の結果、オフラインで知り合いである者同士がオンライン・コミュニティでコミ
ュニケーションをとる場合、匿名で利用できる機能の利用状況には年齢差や地域差がな
く普遍性を持つが、非匿名でしか利用できない機能の利用状況には、地域差があること
が明らかとなった。このため、ポイントの寄付を匿名利用できるように独自アプリを改
良して社会実験を行った。匿名化により、ポイントの寄付が促進されることが明らかと
なった。この研究結果は、HCII2023 にて報告した。 

 
２）地域活性化に必要な活動率 

これまでのフィールド実験の結果を考慮して個人の年齢や性別、性格、地域内での他
者とのコミュニケーション活動実施率（以下、活動率と表記）をマルチエージェントシ
ミュレーションモデルに実装した結果、活動率が 50％以下となると、シミュレーショ
ンモデルが発散し、活動率が 70％以上になると定常状態に到達することが示された。
この成果は国際学会と国内学会で報告した。（SICE AC 2022、計測自動制御学会第 50
回知能システムシンポジウム）  

マルチエージェント・シミュレーションモデルにおいては、利他的なエージェントが
多いほど地域活動率が活性化し，地域運営も安定することがわかった。加えて利己的行
動が多く見られるコミュニティにおいても活動率自体は決して低い値ではなかったも
のの地域安定性は不安定となった。この成果は国内学会で報告した（計測自動制御学会
第 51 回知能システムシンポジウムンポ） 
 
 （４）関連研究 

実験データのクレンジング作業のためのプログラミングに有効な Chat GPT のプロ
ンプトデザインを検討した。ChatGPT に有効なプロンプトは目的を明確に示すこと、
目的ごとに分割する、コードレビューをさせる、逆質問をさせることであった。問題点
としては、ChatGPT に対して目的が伝わらないこと、質問に対して不適切な返答が提
示されることが示された。これらの問題点を克服するために、操作者にある程度、プロ



グラミングの知識がないとプログラムを完成させることは容易ではないことを示した。 
この成果は国内学会で報告した（計測自動制御学会第 51 回知能システムシンポジウ

ム） 
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